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～新年度スタート～ 
 

色とりどりにさまざまな花が咲き競う、美しい季節を迎えました。 

地域の皆様には、日頃より公民館活動にご理解、ご協力いただきありがとうございます。 

令和２年度は、世界中で新型コロナウイルス感染症が流行し、公民館事業の制限が多く、計画 

通り事業を行うことができませんでした。 

今年度も 5 月 5 日まで制限されておりますが、登米市ではワクチン接種が 4 月 19 日から 

高齢者施設入居者を対象に始まり、年度内には対象者全員の接種完了が計画されておりますので、 

公民館といたしましては感染症対策を十分に行いながら、皆様に楽しんで頂けるような事業を実施

していきたいと考えておりますので、多くの方の参加をお待ちしております。 

令和３年 4 月より新しく 渥美
あつみ

英夫
ひでお

 館長と佐藤玲稀
さとうたまき

 集落支援員が吉田  

公民館職員となり、新体制としてスタートしました。皆様のお力を借りながら、 

明るく元気により一層精進してまいりますので、よろしくお願い致します。 

渥美英夫館長からのご挨拶 
 

昭和 29 年創業を看板に全国展開するラーメンチェーンと同じ年に吉田村桜岡鈴根に生まれ、 

高校卒業までの 18年間、地元の多くの皆様に守り育てていただきました。 

 昭和 48年 4月に宮城県庁への就職を機に生活の本拠を仙台に移してから、この度 49年ぶりに

桜岡に戻ってまいりました。 

県庁では総務部、商工労働部、土木部、農林水産部などに 42年間勤めました。定年退職後には

中小企業支援機関である公益財団法人みやぎ産業振興機構に約 6年間勤め、県職員、外郭団体役員 

として県民生活・県民福祉の向上に寄与できたものと考えております。 

今回、公民館長に就任するに当たっては思い悩みましたが、過疎化が進む故郷をずっと守って 

きていただいた諸先輩方と地域の皆様への感謝の思いを自分がこれまで培ってきた経験と知識を 

もって恩返ししなければと考え決断いたしました。 

地域の活性化には「わかモノ」「ばかモノ」「よそモノ」が必要といわれております。毎週末に 

実家に帰ってきてはいましたが、ある意味で私は「よそモノ」です。地域を知らない、地域の人を

知らない「よそモノ」として、新たな視点で地域の皆様のお役に立てる 

仕事をしたいと思います。 

献身的に勤務された菅原前館長には遠く及ばないとは思いますが、 

精いっぱい務めさせていただきますので、ご指導方よろしくお願い  

申し上げます。 

 

令和 3年 4月 渥美英夫 

 


